
アンケート調査結果（転入者）
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 調査目的

本町への転入者に対し転入の理由等を調査し、総合戦略策定に活用するもの。

 調査概要

Ⅰ アンケート調査実施概要

調査対象 過去3年以内に転入した町民。

抽出方法 住民基本台帳から無作為抽出

標本数 281

回収数 80

調査方法 郵送による調査票の発送・回収

調査期間 2019年11月26日（火）～2019年12月9日（月）

 本報告書中の表記について

（SA）：単純回答、（MA）：複数回答、 （ｎ）：回答数
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 回答者概要

Ⅰ アンケート調査実施概要

問1-1：あなたの性別はどちらですか。
（SA）

問1-2：あなたの年齢をお答えください。
（SA）
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 回答者概要

Ⅰ アンケート調査実施概要

問1-3：あなたの出身地をお答えください。※本調
査では15歳までの期間で、最も長く住んでいた場
所を出身地とします。 （SA）

その他
岡山県、岐阜県、京都府、大分県、鳥取県等
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 回答者概要

Ⅰ アンケート調査実施概要

問1-4：神河町へ転入する直前に住んでいた都
道府県や市区町村について、具体的にご記入くだ
さい。 （SA）

その他
香川県、滋賀県、鹿児島県、千葉県等
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 回答者概要

Ⅰ アンケート調査実施概要

問1-5：あなたの現在の職業をお答えください。 （SA）
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• 転入前後で世帯構成を比較したところ、ひとり暮らしと夫婦、二世代世帯が減少している一方で、三世代世帯が増加

している様子が見受けられました。

問1-6：転入前と転入後の世帯構成について、お答えください。 （SA）

Ⅰ アンケート調査実施概要
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転入前後の状況 について

• 転入者の多くが住む居住地区としては、神崎小学校区、寺前小学校区が挙げられ、全体の８割以上を占めています。

• 回答した転入者の居住年数は、１年未満が最も多く、過半数を占めています。

Ⅱ 調査結果

問2-1：問2-1：現在あなたのお住まいの地区ついて、
お答えください。 （SA）

問2-2：あなたは、神河町に住んで何年になりますか。
（SA）
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• 神河町に転入した主なきっかけは、その他を除き、結婚が最も多く、次いで子育て環境の確保、親との同居・介護となっ

ています。

Ⅱ 調査結果

問2-3：神河町に転入した主なきっかけについてお答えください。 （MA）

転入前後の状況 について
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• 40歳代までは結婚による転入が多くを占めていますが、60歳代では親との同居や介護の割合が一番多くなっています。

Ⅱ 調査結果

問2-3：神河町に転入した主なきっかけについてお答えください。 （MA）

転入前後の状況 について

回答数 結婚
新規就
職・就農

転勤・配
属

転職・起
業

子育て環
境の確保

親との同
居・介護

家族（親・
配偶者
等）の仕
事の都合

その他 無回答

全体 80 20.0 7.5 3.8 8.8 12.5 12.5 3.8 33.8 6.3 

男 26 15.4 11.5 7.7 7.7 11.5 15.4 7.7 38.5 0.0 

女 50 24.0 6.0 2.0 10.0 14.0 12.0 2.0 34.0 2.0 

10歳代 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 

20歳代 15 26.7 0.0 6.7 13.3 13.3 0.0 6.7 40.0 0.0 

30歳代 22 36.4 13.6 4.5 9.1 22.7 9.1 0.0 18.2 0.0 

40歳代 12 33.3 0.0 0.0 25.0 25.0 16.7 0.0 16.7 0.0 

50歳代 5 0.0 20.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 60.0 0.0 

60歳代 11 0.0 9.1 0.0 0.0 0.0 45.5 18.2 36.4 0.0 

70歳代以
上

10 0.0 10.0 0.0 0.0 0.0 10.0 0.0 70.0 10.0 
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• 家の購入や管理、飼い犬・猫に係る回答等がみられました。

Ⅱ 調査結果

問2-3：神河町に転入した主なきっかけについてお答えください。 （MA）

転入前後の状況 について

その他自由回答

によんに入居

病気

持ち家の管理。

離婚

療養のため。

子供が居るから。

夫との死別。

自然環境が希望に合致した為。

介護施設入所の為。

畑仕事がしたかったので。

手頃な一軒家があったから。

離婚

家を建てたから。

猫のブリーダーするため。

犬のため

独立の為

家購入したため
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• 転入に際して神河町を選んだ理由としては、「家族・親戚の存在」が最も多く、過半数を占めています。

Ⅱ 調査結果

問2-4：転入に際して本町を選んだ理由についてお答えください。（3つ以内） （MA）

転入前後の状況 について
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• 生まれ育った町だとする回答や、家族に住居があった、とする回答などがみられました。

Ⅱ 調査結果

問2-4：転入に際して本町を選んだ理由についてお答えください。（3つ以内） （MA）

転入前後の状況 について

その他自由回答

生まれた町だから。

によん入居に間に合った。

失業したので、とりあえず帰ってきました。

もともと住んでいた町だから。

介護する者の家が神河町であった為。

夫がそこに住んでいたから。

施設入所の為。

仕事

主人の持家があるから。

別になし
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• 神河町へUIターンする際に必要な行政支援としては、「暮らし・仕事に関する情報サイトの設置」が多く挙げられていま

す。

Ⅱ 調査結果

問2-5：あなたが将来転出した場合、神河町へUIターンするために重要な行政支援は何だと考えますか。（優先度の高
いもの3つ） （MA）

転入前後の状況 について



14

• 子育て支援に対する意見が多くみられました。

Ⅱ 調査結果

問2-5：あなたが将来転出した場合、神河町へUIターンするために重要な行政支援は何だと考えますか。（優先度の高
いもの3つ） （MA）

転入前後の状況 について

その他自由回答

・高齢者福祉支援の充実。 ・出産、子育て支援の充実。
子育て支援
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• 年齢が上がるほど、「移住・UIターン後のアフターフォロー体制の充実」が重要であるとしています。

Ⅱ 調査結果

問2-5：あなたが将来転出した場合、神河町へUIターンするために重要な行政支援は何だと考えますか。（優先度の高
いもの3つ） （MA）

転入前後の状況 について

回答数

仕事に関
する情報
サイトの
設置

仕事に関
する相談
窓口の設
置

暮らしに
関する情
報サイト
の設置

暮らしに
関する相
談窓口の
設置

空き家・
空き部屋
等の居住
に関する
情報サイ
トの設置

空き家・
空き部屋
等の居住
に関する
相談窓口
の設置

都市部で
の移住・
UIターン
に関する
説明会・
相談会の
開催

移住・UI
ターンに
向けた試
験的な居
住体験の
実施

移住・UI
ターン後
のアフ
ターフォ
ロー体制
の充実

インター
ンシップ
や就業体
験への支
援

ふるさと
への愛着、
地元愛の
醸成に向
けた取組

その他 無回答

全体 80 42.5 31.3 42.5 22.5 26.3 6.3 6.3 8.8 26.3 5.0 11.3 5.0 12.5 

10歳代 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

20歳代 15 66.7 46.7 40.0 20.0 53.3 6.7 6.7 0.0 20.0 6.7 20.0 6.7 0.0 

30歳代 22 54.5 36.4 45.5 27.3 22.7 4.5 9.1 13.6 27.3 4.5 9.1 4.5 0.0 

40歳代 12 33.3 50.0 58.3 25.0 25.0 25.0 8.3 16.7 25.0 16.7 8.3 0.0 0.0 

50歳代 5 40.0 40.0 20.0 20.0 20.0 0.0 0.0 0.0 60.0 0.0 0.0 20.0 0.0 

60歳代 11 36.4 9.1 54.5 27.3 27.3 0.0 9.1 18.2 54.5 0.0 18.2 0.0 9.1 

70歳代以
上

10 10.0 10.0 40.0 20.0 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0 10.0 50.0 
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• 転入者から見て、転入直前の居住地と比較して神河町の方が優れている項目、すなわち神河町の強みとしては、「山、

川などの自然環境の保全・活用」と「農産物の充実」が特に多く挙げられています。

Ⅱ 調査結果

問2-6：転入直前の居住地と神河町について、以下の評価項目で比較した際の感想について、お答えください。
（SA）

転入前後の状況 について
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• 20歳代、30歳代は、神河町の出産・子育て環境について「どちらとも言えない」としていますが、40歳代、50歳代は

「転出直前の居住地の方が優れている」を選んでいます。

Ⅱ 調査結果

問2-6.12：転入直前の居住地と神河町について、以下の評価項目で比較した際の感想について、お答えください。／出
産・子育て環境の充実 （SA）

転入前後の状況 について

回答数

転出直前の
居住地の方
が優れてい
る

どちらとも言
えない

神河町の方
優れている

無回答

全体 80 31.3 38.8 18.8 11.3 

10歳代 1 100.0 0.0 0.0 0.0 

20歳代 15 26.7 53.3 20.0 0.0 

30歳代 22 27.3 45.5 27.3 0.0 

40歳代 12 50.0 16.7 33.3 0.0 

50歳代 5 60.0 20.0 20.0 0.0 

60歳代 11 27.3 45.5 9.1 18.2 

70歳代以上 10 20.0 40.0 0.0 40.0 
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• パート・アルバイトの方は、子どもへの教育環境について、神河町の方が優れていると回答している人が多いです。

Ⅱ 調査結果

問2-6.13：転入直前の居住地と神河町について、以下の評価項目で比較した際の感想について、お答えください。／子
どもへの教育環境の充実 （SA）

転入前後の状況 について

回答数

転出直前
の居住地
の方が優
れている

どちらとも
言えない

神河町の
方優れて
いる

無回答

全体 80 32.5 36.3 20.0 11.3 

農林業 1 100.0 0.0 0.0 0.0 

自営業・
自由業

7 71.4 0.0 14.3 14.3 

会社員、
会社役員

18 22.2 55.6 22.2 0.0 

公務員・
団体職員

4 25.0 75.0 0.0 0.0 

パート・ア
ルバイト

21 33.3 23.8 42.9 0.0 

専業主
婦・主夫

9 44.4 33.3 0.0 22.2 

学生 1 100.0 0.0 0.0 0.0 

無職 15 20.0 46.7 13.3 20.0 

その他 0 0.0 0.0 0.0 0.0 
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• 60歳代において、神河町における地震、土砂災害などの防災対策が優れていると回答している人が多くなっています。

Ⅱ 調査結果

問2-6.15：転入直前の居住地と神河町について、以下の評価項目で比較した際の感想について、お答えください。／地
震、土砂災害などの防災対策の充実 （SA）

転入前後の状況 について

回答数

転出直前
の居住地
の方が優
れている

どちらとも
言えない

神河町の
方優れて
いる

無回答

全体 80 20.0 58.8 12.5 8.8 

10歳代 1 100.0 0.0 0.0 0.0 

20歳代 15 13.3 80.0 6.7 0.0 

30歳代 22 9.1 86.4 4.5 0.0 

40歳代 12 50.0 41.7 8.3 0.0 

50歳代 5 20.0 80.0 0.0 0.0 

60歳代 11 27.3 27.3 36.4 9.1 

70歳代以
上

10 10.0 40.0 20.0 30.0 
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• 40歳代、50歳代において、介護など福祉サービスの充実について、転出直前の居住地の方が優れていると回答してい

る人が多くなっています。

Ⅱ 調査結果

問2-6.14：転入直前の居住地と神河町について、以下の評価項目で比較した際の感想について、お答えください。／介
護など福祉サービスの充実 （SA）

転入前後の状況 について

回答数

転出直前
の居住地
の方が優
れている

どちらとも
言えない

神河町の
方優れて
いる

無回答

全体 80 27.5 50.0 15.0 7.5 

10歳代 1 0.0 100.0 0.0 0.0 

20歳代 15 13.3 66.7 20.0 0.0 

30歳代 22 22.7 72.7 4.5 0.0 

40歳代 12 58.3 33.3 8.3 0.0 

50歳代 5 60.0 40.0 0.0 0.0 

60歳代 11 27.3 45.5 27.3 0.0 

70歳代以
上

10 20.0 20.0 30.0 30.0 
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• 神河町に「このまま住み続けたい」と答えた転入者は、全体のおよそ半数を占めています。

Ⅱ 調査結果

問3-1：あなたは、将来も神河町に住み続けたいですか。 （SA）

神河町への定住の意志 について
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• 「このまま住み続けたい」と回答した理由としては、「家族・親戚の存在」が最も多く挙げられています。

Ⅱ 調査結果

問3-2：【問3-1で「1.このまま住み続けたい」と回答の方】今後も住み続けたい理由は何ですか。 （MA）

神河町への定住の意志 について
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• 持ち家を建設した、という意見が主でした。

Ⅱ 調査結果

問3-2：【問3-1で「1.このまま住み続けたい」と回答の方】今後も住み続けたい理由は何ですか。 （MA）

神河町への定住の意志 について

その他自由回答

家を建てたから。
家を建てたから。
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• 「将来は他の市町に住みたい」と回答した理由としては、「仕事の得られにくさ」を筆頭に、「買い物・通勤通学等の不便

さ」について多く挙げられています。

Ⅱ 調査結果

問3-3：【問3-1で「2.将来は、他の市町に住みたい」と回答の方】今後、住み続けたいとは思わない理由は何ですか。
（MA）

神河町への定住の意志 について
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• 人口減少や持ち家住宅に係る意見がみられました。

Ⅱ 調査結果

問3-3：【問3-1で「2.将来は、他の市町に住みたい」と回答の方】今後、住み続けたいとは思わない理由は何ですか。
（MA）

神河町への定住の意志 について

その他自由回答

自分が老後を迎える頃にはもっと人口が減ってしまっているのではない
かと思うため。カメムシが多すぎる。

自宅が他に有るから。



26

• 転入者が今後も神河町に住み続けるための条件としては、日常の利便性の向上や、仕事や就職先の選択肢の充実

が、比較的多く挙げられています。

Ⅱ 調査結果

問3-4：【問3-1で「2.将来は、他の市町に住みたい」と回答の方】今後も神河町に住み続けるためには、どのような条件
や環境を整える必要があると思いますか。（3つ以内） （MA）

神河町への定住の意志 について
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• 生活費や店舗の増加等、日常生活の満足度向上に係る意見がみられました。

Ⅱ 調査結果

問3-4：【問3-1で「2.将来は、他の市町に住みたい」と回答の方】今後も神河町に住み続けるためには、どのような条件
や環境を整える必要があると思いますか。（3つ以内） （MA）

神河町への定住の意志 について

その他自由回答

生活していく上での費用の高さの見直し。
人口増加

店をもっと増やしてほしい、水道代も2ヶ月に1回にして
ほしい。


